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自分が想像していた戦争ばかりの日常ではなくて、ほのぼ

のしているところもあって安心した。けど原爆が落ちた広

島のシーンで、少女のお母さんにガラスがささって力尽き

て座って、そのまま亡くなったのに、少女が助けようとし

ていたのが辛かった。飛行機が飛んでいるのに微動だにし

ないのも、１日中飛行機が飛んだり爆弾が落とされてい

て、それが当たり前になっていることに驚いた。 

戦争中の生活は、お金もめっちゃあるわけじゃないし、ご飯もめっちゃ食べれるわけじゃな

いから、この時の人たちは大変だったんだなあと思った。時限爆弾ではるみちゃんが亡くな

って、すずさんの手が失われて、なんで戦争なんかやるねんと思った。理由があるから戦争

が起こるんだと思うけど、やっぱり戦争は起こらんかったらよかったし、これからも起こら

ないでほしい。今戦争が起こっているところは、早く戦争が終わって、一生戦争なんか起こ

ってほしくないと思った。 

僕たちが生きている今の時代は、家族・友人が死んでしまった辛さはあるけど、いつ死ぬか

わからない、趣味ができない、食料が足りないといったことは、日本の中ではほとんどあり

ません。でもその環境に甘えてはいけないなと思いました。世界の中には、食料が足りない

国や、戦争をしていていつ死ぬか分からない国もあります。直接その人を助けることはでき

ないかもしれませんが、何かできることを考えたいなと思いました。昔命をかけて戦った人

たちがいなければ、戦争はまだ続いていたかもしれないので、祝うべきものではないと思い

ますが感謝はできるなと思ったので、昔起きてしまったことを忘れないようにしたいです。 

すずさんと私たちの暮らしで、鉛筆を削る

時、すずさんたちはナイフを使って削ってい

たことに気づきました。私たちは鉛筆削りを

使っているので驚きました。ゴミもすずさん

たちの暮らしでは、床に穴が開いている所に

捨てていたので、それも驚きました。 

すずさんが結婚した所のお姉さんが、最

後はいい人になってよかった。実はすず

さんと周作さんの出会いが小さい時で、

素敵だった。昨日お母さんに「この世界

の片隅に」っていう映画を観たと伝える

と、母は実写版を観たことがあると言っ

ていました。 


